
秦
字
考

高

久

由

美

O
n
 
t
h
e
 
V
a
r
i
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
A
r
c
h
a
i
c
 
F
o
r
m
 
o
f
 
t
h
e
 
C
h
a
r
a
c
t
e
r
 
"
秦
 
Q
i
n
"
 

Y
u
m
i
 
T
a
k
a
k
u

は
じ
め
に

　
先
秦
時
代
の
古
文
字
概
究
に
お
い
て
は
、
か
ね
て
論
じ
た
よ
う
に
、
古
文
宇
資
料
そ

の
も
の
と
、
後
漢
時
代
に
編
纂
せ
ら
れ
た
許
慎
『
説
文
解
字
』
（
以
下
『
説
文
』
）
と
の

關
わ
り
を
い
か
に
見
定
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
極
め
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ

る
＾
言
近
数
十
年
來
の
中
國
に
お
い
て
古
文
字
資
料
が
陸
績
と
地
下
か
ら
出
現
す
る
と
，

い
う
状
況
下
で
、
こ
の
問
題
に
封
す
る
解
答
を
得
る
べ
く
、
襟
々
な
局
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
に
、
こ
の
問
題
に
封
し
て
ま
た
新
た
な
観

鮎
か
ら
照
明
を
あ
て
得
る
か
と
考
え
ら
れ
る
新
資
料
の
存
在
に
氣
付
い
た
の
で
、
以
下

に
そ
の
一
例
謹
と
し
て
蹄
じ
た
い
。

　
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
「
秦
」
拉
び
に
「
讃
」
、
「
羅
」
、
「
霧
」
の
諸
字
で
あ
る
。

一
　
甘
瀟
纏
縣
秦
公
諸
器
に
お
け
る
「
秦
」
字
の
問
題

　
一
九
九
二
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
、
暫
粛
省
禮
縣
大
墾
子
山
秦
公
墓
地
よ
り
「
秦

公
」
の
銘
を
帯
び
る
い
く
つ
か
の
青
銅
器
が
盗
掘
さ
れ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
學
術
誌

に
報
じ
ら
れ
研
究
者
の
關
心
を
集
め
て
い
る
、
そ
の
う
ち
、
最
も
草
く
公
表
さ
れ
た
の

は
、
秦
公
壺
一
罫
で
あ
り
、
　
一
九
九
四
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
骨
董
商
の
オ
…
ク
シ
ョ

ン
カ
タ
ロ
グ
に
そ
の
器
影
と
銘
文
拓
本
が
掲
載
さ
れ
、
該
壼
及
び
闘
連
諸
器
の
断
代
を

め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
議
論
の
噛
矢
と
な
つ
た
＾
已
。
そ
の
後
、
秦
公
壼
と
同
出
と
思
わ
れ

る
鼎
四
件
と
段
二
件
が
上
海
博
物
館
に
購
入
さ
れ
＾
．
〕
、
ま
た
新
た
に
黄
一
件
が
報
告
さ

れ
＾
由
｝
、
一
連
の
秦
公
諸
器
が
徐
々
に
公
表
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
銅
器
群
を
め
ぐ
っ

て
の
諸
家
の
意
見
も
陸
績
と
獲
表
さ
れ
て
い
る
。

　
正
式
な
號
掘
を
繧
た
出
土
物
で
は
な
い
た
め
、
出
土
状
況
を
嚴
密
に
知
る
こ
と
は
今

と
な
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
土
地
と
さ
れ
る
甘
儒
省
禮
縣
大
墾
子
山
付

近
で
は
、
一
九
九
四
年
に
甘
備
省
考
古
研
究
所
に
よ
る
聚
急
毅
掘
が
行
わ
れ
、
中
宇
形

の
大
墓
が
二
座
、
瓦
刀
形
の
車
馬
坑
が
一
座
、
中
型
小
型
の
墓
葬
が
九
座
、
整
理
さ
れ
、

中
字
形
大
墓
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
る
「
秦
公
」
の
銘
を
幣
び
た
鼎
と
段
と
が
各
一
件
、

斬
た
に
報
告
さ
れ
た
（
酬
冒
。

　
こ
れ
ら
銅
器
群
の
断
代
と
墓
主
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
①
形
制
・
紋
襟
の
類
似
す
る

同
時
代
の
青
銅
器
（
標
準
器
）
と
の
比
較
、
②
銘
文
の
文
字
、
③
銘
文
に
あ
る
「
秦
公
」

と
文
獣
と
の
封
慮
關
係
、
④
出
土
地
・
甘
爾
省
禮
縣
、
と
い
っ
た
鮎
か
ら
そ
の
製
作
年

代
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
表
記
し
た
諸
家
も
、
多
く
は
こ
れ
ら
の
鮎
を
リ
ン
ク

さ
せ
な
が
ら
各
銅
器
の
年
代
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
代
蜀
象
　
　
　
　
　
断
代

　
　
　
鈎
↑
冒
算
ロ
晃
中
｝
　
　
　
　
壺
　
　
　
　
　
　
西
周
晩
期
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不
嬰
殴
、
武
公

秦
公
鎭
黍
秦
公
毅
及
び
畿
鐘
な
ど
の
秦
系
有
墾
・
禦
と
の
比
較
が
、
墓
主
の

比
定
書
銅
器
の
断
代
に
つ
い
て
展
開
す
る
議
論
の
中
で
、
有
力
な
轟
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
・
上
海
博
物
館
が
新
獲
し
た
秦
公
鼎
四
器
秦
公
段
二
器
が
一
九
九
六
年
に
公

表
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
字
形
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
。
四
鼎
二

段
の
う
ち
、
「
秦
公
」
と
い
う
文
脈
で
、
四
器
に
「
嶺
」
、
二
器
に
「
嚢
」
と
い
う
異
盤

字
が
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

李
學
塑
、
．
韓
健
．
一
一

壺
墓
葬

荘
公
秦
仲
・
荘
公
の
陵
墓

陳
昭
容
〔
。
．

壺

文
公

白
光
琉
．
。
｝

壺

裏
公
以
降

鼎
鼎
・
段
壼
鼎
墓
葬
・
鼎
・
毅
墓
葬
・
鼎
・
毅

春
秋
早
期
裏
公
、
文
公
憲
公
或
い
は
文
公
裏
公
・
文
公
文
公
・
憲
公
襲
公
・
文
公

犬

出
子

呉
鎮
燦
＾
一
、
一

交

春
秋
早
期

戴
春
陽
，
．
．

墓
葬
・
鼎
・
毅

襲
公

文
は
各
器
と
も
僅
か
五
～
六
宇
に
す
ぎ
な
い
が
、

號
季
子
白
盤
、
不

上海秦公鼎二

－”－u“＝t！F，　■t：．N！

上海秦公鼎三

　
禮
縣
秦
公
諸
器
は
、
文
字
の
構
成
要
素
と
し
て
、
「
臼
」
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
つ

て
羅
組
と
雲
組
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

羅
現
翻
葵
鼎
三
．
璽
隅
秦
翁
四
國
7
公
毅
一
圃
秦

　
　
　
公
段
一

嚢
組
響
鉾
甘
響
公
罪
転
び
秦
公
＋
．
一
秦
公
士
．
ご
㈱

　
叢
組
・
嚢
組
で
は
、
銘
文
の
鋳
上
が
り
は
巧
拙
入
り
交
じ
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
技

術
的
に
優
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
秦
公
鼎
四
器
の
銘
文
の
語
句
に
關
し

て
は
、

　
毒
組
「
秦
公
乍
費
用
鼎
」

　
穀
組
「
秦
公
乍
鎮
用
鼎
」

と
あ
り
、
動
詞
部
分
に
羅
組
は
「
乍
」
、
轟
組
「
乍
鋳
」
と
、
各
組
に
よ
り
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
『
説
文
』
説
解
で
は
、
「
秦
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
禽
伯
益
之
後
所
封
國
。
地
宜
禾
。
禁
春
省
。
百
－
秦
禾
名
。
馨
箋

　
　
　
　
秦
杁
稀
。
［
匠
辮
切
］
（
七
篇
上
）

百
」
を
と
も
な
う
貼
で
は
禮
縣
奮
銅
器
群
「
蛮
」
は
正
に
観
文
』
説
解
に
云
う

「
春
省
に
杁
ふ
」
の
祖
形
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
一
方
、
難
組
銅
器
群
「
壽
は
『
説

文
』
瘤
文
に
繋
が
る
字
形
と
い
え
る
二
。
〕
。

　
　
こ
の
現
象
に
封
す
る
説
明
と
し
て
、
霞
組
の
銅
器
群
を
製
作
年
代
の
早
い
グ
ル
ー
プ



字

と
す
る
説
輩
、
逆
に
、
穀
組
の
銅
器
群
を
製
作
年
代
の
早
い
グ
ル
ー
プ
と
す
る
説
＾
畦
、
｝

の
爾
論
が
あ
り
、
こ
れ
を
作
器
者
秦
公
ー
ー
墓
主
問
題
と
絡
め
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

璽
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
雨
銅
器
群
の
字
形
の
違
い
を
、
時
代
の
早
晩
で

は
な
く
、
羅
組
が
秦
人
が
本
來
用
い
て
い
た
字
形
、
穀
組
を
規
範
化
さ
れ
た
籔
文
と
す

る
見
方
も
あ
る
琶
。

二
　
甲
骨
文
に
お
け
る
「
秦
」
の
用
例

　
「
秦
」
は
甲
骨
文
に
お
い
て
は
鑑
（
1
期
）
幽
窺
（
W
期
）
の
如
く
作
り
、
雨
手

に
杵
を
持
ち
穀
物
を
打
つ
象
形
と
解
さ
れ
て
き
た
．
、
．
。
『
説
文
』
箔
文
馨
と
の
字
形

的
な
連
績
性
か
ら
該
字
を
「
秦
」
と
繹
し
た
の
で
あ
る
。
卜
僻
で
は
第
一
期
、
第
三
期
、

第
四
期
に
見
え
る
。

①
戊
戌
卜
。
宥
貞
。
呼
取
…
弔
嚢
［
宗
］
。
（
合
二
九
九
、
後
下
三
七
．
八
）

②
其
彫
日
羅
侑
宗
干
祖
丁
。
菰
用
。
（
合
二
七
三
一
五
、
寧
一
・
一
九
二
）

③
粥
穀
宗
干
批
庚
召
。
（
合
三
〇
三
二
九
、
甲
七
九
四
）

④
弱
嚢
干
…
。
甲
寅
…
祖
乙
裏
宗
。
（
合
三
〇
三
四
〇
、

⑤
…
羅
宗
（
合
三
〇
三
四
四
反
、
善
七
四
四
七
）

⑥
…
干
岳
嚢
即
（
合
三
〇
四
一
六
、
後
下
三
九
．
二
）

⑦
躬
煮
宗
干
批
庚
（
合
三
二
七
四
二
、
甲
五
七
一
）

俄
四
四
・
八
）

⑧
躬
嚢
宗
（
合
三
四
〇
六
四
、
甑
三
七
．
九
）

⑨
弱
嚢
宗
（
屯
南
三
二
一
〇
）

　
い
ず
れ
の
版
も
「
穀
宗
…
」
と
い
う
熟
語
と
な
り
、
…
部
に
は
「
祖
丁
」
「
批
庚
」

な
ど
の
賓
語
を
と
も
な
う
こ
と
や
詩
否
定
詞
「
躬
」
が
先
行
す
る
用
例
が
多
い
こ
と
か

ら
、
ト
辞
中
で
は
動
詞
と
し
て
思
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
言
い
｝
。
よ
っ
て
、

③
や
⑦
に
あ
る
ト
辞
「
弱
穀
宗
干
批
庚
」
は
「
宗
を
批
庚
に
殺
す
る
な
か
ら
ん
か
？
」

と
解
舞
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
融
怖
μ
の
關
連
字
と
し
て
、
甲
骨
文
に
お
け
る
「
春
」
を
参
照
し
て
み

る
こ
と
と
す
る
。
「
春
」
は
甲
骨
文
で
は
轡
の
如
く
作
り
、
爾
手
に
杵
を
持
ち
、
臼

に
臨
ん
で
粟
を
拷
く
象
形
と
解
さ
れ
て
い
る
。
も
し
由
侃
μ
が
、
字
解
の
通
り
粟
の
籾

を
は
ず
す
こ
と
と
關
連
す
る
動
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
雨
手
の
道
具
は
本
來
は
杵

と
い
う
よ
り
も
、
穀
物
か
ら
籾
穀
を
こ
そ
げ
落
と
す
た
め
の
た
た
き
棒
の
よ
う
な
道
具

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
脱
穀
と
い
う
行
爲
は
、
穀
物
を
粒
食
す
る
た
め
の

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
に
封
し
て
、
杵
と
臼
で
毅
物
を
簿
く
轡
は
、
製
粉
に
關
連

す
る
動
作
で
あ
っ
た
筈
で
、
食
文
化
的
に
は
、
「
穀
」
と
「
春
」
は
も
と
も
と
全
く
性

質
を
異
に
す
る
行
爲
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
，

　
河
南
省
の
新
石
器
時
代
の
裟
李
禺
遣
跡
で
は
、
穀
物
を
製
粉
す
る
爲
の
道
具
と
思
わ

れ
る
石
磨
盤
と
石
磨
棒
が
顎
見
さ
れ
て
い
る
が
｛
圃
．
〕
、
そ
れ
ら
は
仰
詔
文
化
期
に
は
見

ら
れ
ず
、
食
生
活
上
の
大
き
な
饗
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
出
鷺

と
撚
u
と
い
う
二
種
類
の
文
字
と
、
粉
食
か
ら
粒
食
と
い
う
食
生
活
の
饗
化
と
の
問
に

は
、
或
い
は
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
甲
骨
文
で
は
な
い
が
、
「
穀
」
は
人
名
の
固
有
名
詞
と
し
て
般
金
文
に
も
現

れ
る
。
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o
　
　
　
鵠
昌

史
羅
史
嚢
箭
（
『
集
成
』
四
六
八
）

　
呉
鎮
燥
は
、
「
史
穀
」
は
秦
を
名
と
し
た
周
王
朝
の
史
官
で
、
西
周
中
期
前
段
の
人

と
し
た
§
。
銘
文
の
膿
例
か
ら
す
る
と
西
周
金
文
の
よ
う
で
あ
り
、
固
有
名
詞
と
す

る
呉
氏
の
解
繹
で
間
違
い
な
い
が
、
し
か
し
、
器
形
か
ら
す
る
と
、
該
器
は
お
そ
ら
く

股
代
の
も
の
と
判
断
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
｛
悼
、
｝
。

三
　
西
周
金
文
か
ら
列
國
金
文
に
お
け
る
「
秦
」
の
用
例

①
賞
辛
吏
秦
金
（
辛
吏
葬
ハ
時
。
冒
『
集
成
』
一
〇
五
八
二
）

　
西
周
前
期
の
辛
吏
葬
で
は
、
字
形
は
三
禾
に
杁
い
、
阻
辮
と
作
る
。
銘
文
に
は

　
　
占
ハ
日
〃
初
壬
口
癸
卯
川
、

　
　
伊
口
徒
子
辛
吏
、

　
　
蛋
、
用
作
父
口
尊
郵
。
山
。

と
あ
り
、
波
線
部
は
「
伊
口
［
人
名
］
、
辛
吏
に
秦
金
を
賞
す
」
と
誼
め
る
。
呉
闘
生
は
、

賜
物
の
「
秦
金
」
を
「
秦
の
地
に
出
る
所
の
金
」
で
あ
る
と
す
る
＾
曽
。
｝
。
呉
氏
が
果
た

し
て
金
を
ゴ
ー
ル
ド
と
考
え
た
か
銅
地
金
と
考
え
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で

は
當
然
後
者
の
意
味
で
あ
り
、
金
文
に
お
け
る
賞
賜
物
と
し
て

　
　
王
易
金
百
爪
寸
（
禽
毅
『
集
成
』
四
〇
三
一
）

　
　
易
金
一
’
句
（
内
史
鼎
『
集
成
』
一
＝
ハ
九
占
ハ
）

と
い
っ
た
文
例
で
頻
見
す
る
。
し
か
し
、
「
金
」
の
前
に
何
ら
か
の
修
飾
語
が
付
さ
れ

た
例
ど
し
て
は
、
時
代
の
降
っ
た
職
國
期
の

　
　
陳
金
造
曳
（
陳
金
造
曳
　
『
集
成
』
一
一
〇
三
五
）

　
　
繁
湯
之
金
（
繁
陽
之
金
創
『
集
成
』
　
一
一
五
八
二
）

の
僅
か
二
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
賞
賜
銘
文
に
賞
與
物
と
し
て
頻

出
す
る
「
貝
」
に
は
、
前
に
修
飾
語
を
と
も
な
っ
た
例
と
し
て
、
．

　
・
乙
未
、
王
賞
宗
庚
賞
二
朋
（
豊
乍
父
丁
鼎
『
集
成
』
二
六
二
五
）

　
　
賞
献
侯
蟹
（
献
侯
乍
丁
侯
鼎
『
集
成
』
二
六
二
六
）
，
　
　
　
　
・

　
　
天
君
賞
早
征
人
蛋
（
征
人
乍
父
丁
鼎
『
集
成
』
二
六
七
四
）

　
　
烈
賞
又
正
嬰
笥
（
斐
方
鼎
『
集
成
』
二
七
〇
二
）

　
　
白
愁
父
承
王
令
易
自
蓬
征
自
蓉
（
小
臣
謎
段
『
集
成
』
四
二
三
八
）

　
　
丙
申
王
易
簸
亜
縁
餐
（
簸
亜
口
乍
父
癸
角
『
集
成
』
九
一
〇
二
）

　
　
王
易
小
臣
除
襲
貝
（
小
臣
除
尊
『
集
成
』
五
九
九
〇
）

な
ど
が
あ
る
。
波
線
部
に
示
し
た
の
は
、
貝
に
「
豊
」
鼎
腿
」
「
斤
」
「
要
」
「
五
隅
」
「
蔓
」

な
ど
の
地
名
が
修
飾
語
と
し
て
付
い
て
い
る
例
で
、
そ
の
産
地
を
示
し
て
い
る
と
解
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
「
秦
金
」
を
秦
の
地
方
の
銅
地
金
と
解

す
る
墾
ピ
な
ヴ
得
よ
う
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
禾
に
杁
う
熱
の
文
宇
は
、
地
名

・
秦
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

含
轟
…
含
（
鼠
坐
方
鼎
『
集
成
』
二
七
三
九
）

　
墨
方
鼎
は
一
九
二
四
年
、
陳
西
省
鳳
翔
縣
の
西
二
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
霊
山
の
古
墓

か
ら
の
盗
掘
品
で
、
當
時
は
こ
の
古
墓
が
秦
文
公
墓
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
報
じ
ら
れ

た
。
西
周
滅
亡
後
、
犬
戎
に
よ
っ
て
も
ち
さ
ら
れ
た
青
銅
器
が
、
秦
文
公
に
よ
っ
て
再

び
獲
得
さ
れ
、
文
公
没
後
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
＾
、
．
一
。
該
器
は
西
周
前
期
に

製
作
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
の
前
後
は
　
　
　
L

　
　
戊
辰
、
含
秦
含
、
公
賞
墨
貝
百
朋
碧

と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
特
異
な
語
法
で
あ
る
が
、
「
禽
」
を
「
飲
」
と
解
繹
し
、
「
秦
」

は
イ
議
」
の
假
借
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
銘
文
は
「
飲
瑛
飲
」
と
解
さ
れ
、
春
秋
時
代
に

お
こ
な
わ
れ
た
儀
禮
で
あ
を
「
飲
至
」
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
説
が
最
も
有
力
で
あ
る

｝、

D
｝
。
文
献
の
方
で
は
、
『
左
傳
』
隠
公
五
年
に

　
　
三
年
而
治
、
入
而
振
旅
、
欝
而
飲
至
。

と
あ
り
、
意
味
的
に
は
ま
さ
に
こ
れ
が
銘
文
の
「
飲
鎖
飲
」
と
封
磨
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
墨
方
鼎
に
お
け
る
「
嚢
」
の
意
味
は
、
「
瑛
」
の
假
借
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
「
嚢
一
が
「
瑛
」
の
假
借
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、

金
文
中
で
は
墨
方
鼎
が
唯
一
の
例
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
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秦字考

③

霞
　
　
師
酉
葭
（
『
集
成
』
四
二
八
八
～
四
二
九
一
）

　
師
酉
段
は
、
西
周
中
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
銘
文
に
は
、

　
　
銅
乃
且
曹
官
邑
人
、
虎
臣
、
西
門
　
（
夷
）
、
恋
戸
（
夷
）
、
秦
　
（
夷
）
、
京
　
（
夷
）
、

　
　
穽
　
（
夷
）
。
新
易
女
（
汝
）
赤
市
朱
黄
中
綱
、
仮
勒
、
敬
夙
夜
勿
濠
（
塵
）
朕
令
。

と
あ
り
、
「
嶺
夷
」
の
語
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
王
が
師
酉
に
鉗
し
て
祖
先
か
ら
受
け

繊
ぐ
よ
う
珊
命
さ
れ
た
も
の
で
、
「
藤
夷
」
は
異
民
族
か
む
な
る
武
装
組
織
と
解
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
。
．
一
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
「
鍛
」
に
「
臼
」
が
付
加
さ
れ
て
、
「
森
」
と
作
る
点
で
あ
り
、
こ

こ
で
初
め
て
構
成
要
素
と
し
て
「
臼
」
を
含
む
文
宇
が
出
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
師
酉

毅
は
、
院
元
『
租
古
齋
鐘
鼎
葬
器
款
識
』
（
一
八
〇
四
年
刊
）
に
お
い
て
、
第
一
器
の
器

蓋
一
封
が
院
元
の
藏
品
と
し
て
著
録
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
後
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
数
多

く
の
金
文
著
録
に
収
め
ら
れ
て
き
た
が
、
拓
本
に
よ
っ
て
文
宇
に
相
當
な
異
同
も
あ
つ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
器
と
拓
本
の
關
係
に
つ
い
て
系
統
的
な
検
討
が
試
み
ら
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
「
森
」
も
、
拓
本
に
よ
っ
て
は
中
央
の
「
臼
」
が
本
來
の

字
形
か
ら
か
な
り
調
饗
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

｛
。
言
器
の
流
傳
と
拓
本
の
系
統
が
整
理
さ
れ
た
結
果
が
右
表
で
あ
る
〔
榊
頃
｝
。

　　

嵩
鰾
刳
嵭
增
i
『
集
成
』
四
二
八
九
⊥
じ
中
國
歴
轟
物
館
識

　
　
，
圃
第
慕
藷
（
『
集
盛
四
二
八
八
L
）
北
京
警
博
物
院
羅

　　

t
圃
第
二
器
羅
（
『
畿
』
四
二
八
八
L
一
）
北
京
警
博
物
院
現
藏

　　

ｲ
團
剛
第
二
難
銘
（
『
畿
』
四
二
八
苧
闇
）
中
國
歴
羅
物
館
羅

　　

吹c
H
第
三
難
銘
（
『
集
成
』
四
二
九
。
）
北
京
警
霧
院
認

　　

｢
團
醤
器
銘
（
『
畿
』
四
二
き
韮
爪
警
博
物
院
識

　　

u
製
第
五
器
銘
（
『
小
校
』
八
・
主
ウ
）
不
明

　
七
銘
の
う
ち
、
第
五
器
銘
は
第
四
器
器
銘
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
儒
銘
と
考
え
ら

れ
る
＾
齢
。
，
一
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
考
察
の
封
象
か
ら
は
ず
し
、
六
銘
を
比
較
し
て
み
る

と
、
こ
の
う
ち
の
第
二
器
器
銘
と
第
四
器
器
銘
が
手
本
と
盛
れ
、
そ
の
他
の
銘
文
が
製

作
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
「
森
」
に
つ
い
て
も
同
襟
で
、
手
本
で
は
「
臼
」
が

非
常
に
明
瞭
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
そ
の
他
の
銘
文
で
は
、
「
臼
」
底
部
が
切
断
さ
れ

て
し
ま
い
、
も
は
や
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
來
の
字
形
に
つ
い

て
は
第
二
器
器
銘
と
第
四
器
器
銘
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
師
酉
殴

と
禮
縣
秦
公
諸
器
に
お
け
る
「
森
」
字
と
の
字
形
的
連
績
性
を
確
誼
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
で
は
、
「
秦
」
に
臼
が
付
加
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
以
下
に
そ
の
理
由
を
探
っ
て
み

た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
師
酉
段
に
お
い
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た

「
森
　
（
夷
ご
と
い
う
語
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
「
崇
」
は
、
動
詞
や
人
名
で
あ
つ

て
、
族
名
、
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
．
師
酉
毅
で
「
森
　
（
夷
ご

と
呼
ば
れ
て
い
る
族
集
團
が
、
は
た
し
て
春
秋
時
代
の
秦
國
に
連
績
し
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
該
器
の
断
代
は
西
周
中
期
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
西
方
の
異
民
族
に
封
し
て
「
欝
げ
ロ
」
と
い
う
呼
稻
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
だ
と
す
れ
ば
、
「
鍛
」
の
一
部
に
「
臼
」
と
い

う
パ
ー
ツ
を
加
え
て
新
た
に
「
諜
」
と
い
う
文
字
を
作
り
出
し
、
「
瑛
」
や
固
有
名
詞

と
は
区
別
し
て
用
い
た
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
師
酉
殴
の
段
階
で
こ
の

よ
う
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
西
周
後
期
に
な
る
と
、
同
一
銘
文
中
で
、
「
秦
夷
」
と
い
う
文
脈
で
は
「
轟
」
宇
が

用
い
ら
れ
、
「
戌
秦
人
」
と
い
う
文
脈
で
は
「
秦
」
宇
が
用
い
ら
れ
る
旬
段
が
登
場
す

る
。

鍛
　
（
夷
）戌

秦
人
旬
段
（
『
集
成
』
四
三
一
＝
）
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旬
毅
は
、
一
九
五
九
年
に
映
西
省
藍
田
縣
寺
披
村
よ
り
出
土
し
た
。
作
器
者
で
あ
る

旬
は
詞
に
比
定
さ
れ
、
薄
尚
功
『
歴
代
鐘
鼎
葬
器
款
識
法
帖
』
所
録
の
師
旬
殴
と
同
一

作
器
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
銘
文
の
内
容
が
相
當
程
度
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

師
酉
般
と
の
關
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
酉
（
師
酉
段
の
作
器
者
）
と
旬
は
同
じ
官
職
の

地
位
に
あ
つ
た
と
さ
れ
る
＾
、
、
［
。

　
銘
文
の
文
字
に
關
－
し
て
師
酉
段
と
異
な
る
鮎
の
一
つ
が
、
二
度
に
わ
た
り
異
膿
宇
で

「
甕
　
」
「
戌
秦
人
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
鮎
で
、
銘
文
の
前
後
は
そ
れ
ぞ
れ

「
今
余
令
女
曹
官
嗣
邑
人
、
先
虎
臣
、
復
庸
西
門
　
（
夷
）
、
嚢
　
（
夷
）
、
京
　
（
夷
ご

「
走
亜
戌
秦
人
降
人
服
　
」

と
あ
る
。
郭
沫
若
の
繹
文
に
は
、
【
春
夷
」
「
秦
人
」
と
あ
り
、
春
宇
と
秦
字
は
同
一
の

も
の
と
し
て
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
注
記
し
て
い
る
＾
、
儒
｝
。

　
郭
氏
の
説
の
如
く
、
同
一
銘
文
中
の
異
膿
字
を
、
別
の
事
象
を
指
す
も
の
と
し
て
匠

別
し
て
考
え
る
こ
と
に
封
し
て
は
異
論
は
な
い
が
、
第
一
例
「
轟
夷
」
を
「
春
夷
」
と

繹
す
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
春
は
金
文
で
は
、
西
周
中
期
の
「
伯
春
盃
」
に
お
け
る
固

有
名
詞
と
し
て
の
用
例
が
あ
り
、
文
字
の
下
部
は
秣
で
は
な
く
臼
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

⑤

↑
伯
春
盃
（
『
集
成
』
．
九
三
九
九
）

　
よ
っ
て
、
旬
殴
銘
は
字
の
如
く
「
嚢
夷
」
「
秦
人
」
と
繹
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
「
森
」
が
西
周
時
代
に
勃
興
し
た
秦
「
受
貯
ロ
」
と
い
う
族
集
團
に
封
し

て
作
ら
れ
た
文
字
で
あ
ろ
う
と
い
う
假
説
に
矛
盾
し
て
く
る
よ
う
だ
が
、
師
酉
毅
に
お

い
て
は
、
「
鑑
」
に
劃
し
て
族
集
團
召
臥
㊦
三
の
專
字
と
し
て
「
套
」
と
い
う
文
字
が

用
い
ら
れ
た
が
、
旬
段
に
お
い
て
は
そ
れ
が
「
撮
」
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
、
更
に
異
な

る
概
念
を
表
す
た
．
め
に
「
秦
」
と
い
う
文
字
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
第
二
例
の
宇
形
「
秦
」
は
、
文
字
構
成
要
素
か
ら
す
れ
ば
『
説
文
』
小
築

蘭
と
宇
形
的
連
績
性
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
の
字
形
が
金
文
に
お
い
て
初
め

て
描
現
し
た
例
は
、
次
に
あ
げ
る
潭
秦
鍛
に
お
い
て
で
あ
る
。

⑥

疸秦段（『集成』三八六七）

　
疸
秦
殼
は
西
周
中
期
の
製
作
と
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
に
は

く「疸
秦
乍
且
乙
寳
其
萬
年
子
孫
寳
用
。
口
。
」

と
あ
り
、
コ
逼
秦
」
は
人
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、
西
周
中
期
に
至
っ
て
初
め
て
秣

で
は
な
く
禾
に
杁
う
秦
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
疸
秦
」
「
秦
人
」
の
如
く
、

人
名
、
地
名
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
用
法
で
あ
る
こ
と
、
杵
や
禾
の
宇
形
が
師
酉
段
と

も
旬
殴
第
一
例
と
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
は
次
の
よ
う
に
集
約
さ
れ
る
．

　
雲
（
甲
骨
文
・
股
金
文
）
↓
鱒
燃
・
舞
（
西
周
前
期
）
↓
森
（
西
周
中
期
）
↓
崇
，
秦
（
西
周

後
期
）

四
　
東
周
時
代
の
諸
地
域
に
お
け
る
「
秦
」
字
に
つ
い
て

　
以
下
で
は
、
束
周
時
代
に
お
け
る
「
秦
」
宇
の
字
形
と
用
例
を
、
列
國
金
文
の
中
に

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
「
秦
」
字
は
、
秦
系
青
銅
器
と
楚
系
青
銅
器
に
用
例
が
あ
る
。

　
左
表
は
、
秦
系
青
銅
器
に
お
け
る
、
秦
宇
の
一
覧
表
で
あ
る
。

膝
職
武
公
秦
公
鐘
・
團
武
公
秦
蔓
懸
武
公
秦
公
鐘
3

困
…
武
公
蓋
薩
ー
豊
團
武
公
秦
公
鋪
恥
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騨
公
　
鑑
團
萎
公
雛
璽
武
公
秦
公
錨
・

歴
武
公
秦
釜
職
秦
公
段
・
臨
秦
公
段
b

閣
萎
薯
磐
爾
購
墾

　
春
秋
以
降
の
秦
系
青
銅
器
に
お
い
て
は
、
甲
骨
文
以
來
の
宇
形
で
あ
る
諜
が
用
い
ら

れ
績
け
た
。
右
表
に
用
い
ら
れ
た
文
宇
は
、
全
て
、
「
設
公
…
」
「
叢
王
」
な
ど
の
文
脈

で
、
春
秋
時
代
以
降
は
國
名
と
し
て
専
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
秦
以
外
の
地
域
の
列
國
金
文
に
お
い
て
も
「
秦
」
字
の
用
例
は
國
名
で
用
い
ら
れ
て

い
る
も
の
が
多
い
。
字
形
も
秦
系
青
銅
器
同
様
「
煮
」
で
あ
る
。

①
孟
姜
素
瓶
（
郷
子
肱
蟹
『
集
成
』
四
六
一
六
）

　
箇
の
銘
文
は

　
　
唯
正
月
初
吉
丁
亥
、
鱒
子
赦
揮
其
吉
金
、
用
鋳
其
籔
、
用
膿
孟
姜
織
臓
、
其
子
＝

　
　
孫
＝
永
保
用
之
。

と
あ
る
。
螂
子
赦
は
春
秋
時
代
の
許
國
の
人
と
さ
れ
、
銘
文
に
よ
れ
ば
、
該
器
は
郷
子

赦
が
孟
姜
と
秦
瓶
の
た
め
に
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
器
封
象
と
さ
れ
る
孟

姜
と
秦
磁
と
は
、
姜
姓
の
女
性
と
秦
國
の
女
性
と
解
さ
れ
て
い
る
（
。
ゆ
｝
。

②
達
義
馨
入
長
城
（
嚢
鐘
『
幾
ヒ
五
七
Σ
山
ハ
ご

　
①
と
②
は
雍
以
外
の
地
域
の
文
字
だ
が
、
字
形
は
「
轟
」
で
あ
る
．
し
か
し
、
職
國

晴
代
に
な
る
と
、
秦
以
外
の
列
國
の
字
形
に
婆
化
が
生
じ
る
。
職
國
早
期
の
救
秦
戎
鐘

＾
益
に
も
「
秦
」
宇
の
用
例
が
あ
る
が
、
字
形
は
①
②
に
お
け
る
「
叢
」
．
と
は
異
な
り

「
森
」
と
作
る
。

③
森
王
卑
命
（
鉦
部
）

　
競
塒
（
以
下
左
鼓
部
）

　
王
之
定

　
救
霧
戎
（
『
集
成
』
三
七
）

　
該
器
は
一
九
七
三
年
に
湖
北
省
當
陽
縣
李
家
湖
遺
玩
よ
り
軍
欄
で
出
土
し
た
＾
、
昌
。

編
鐘
と
し
て
套
に
な
っ
て
い
た
は
ず
の
前
後
の
鐘
と
の
關
係
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、

鐘
銘
の
句
讃
及
び
断
代
を
め
ぐ
り
、
諸
家
の
間
で
議
論
が
展
開
し
た
。
ま
た
、
秦
器
と

す
る
か
楚
器
と
す
る
か
と
い
う
貼
で
も
意
見
が
分
か
れ
た
。
銘
文
鉦
部
を
「
秦
王
、
卑

命
す
」
と
解
し
て
断
代
す
る
者
＾
占
、
、
鉦
部
を
前
か
ら
の
績
き
と
考
え
、
7
．
・
秦
。
王
、

卑
命
す
」
と
句
讃
し
、
楚
器
と
す
る
者
＾
．
．
ど
、
諸
家
の
見
解
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、

銘
文
の
字
形
か
ら
も
、
こ
の
鐘
に
は
秦
系
青
銅
器
と
の
共
通
黙
は
見
出
し
難
く
、
や
は

り
、
職
國
前
期
の
楚
器
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
當
で
あ
ろ
う
。

　
職
國
時
代
に
な
る
と
、
楚
に
お
い
て
は
、
「
収
」
を
省
略
し
た
文
字
が
用
い
ら
れ
る
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よ
う
に
な
り
、
こ
の
特
徴
は
、
戦
國
後
期
の
楚
の
幽
王
期
と
さ
れ
る
大
府
鎮
に
も
次
の

よ
う
に
あ
る
。

⑥
秦
客
王
子
齊
之
歳
、
大
府
爲
王
口
鏑
。
集
腫
。
（
大
府
鏑
『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第

　
　
　
八
期
）

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

　
銘
文
前
半
の
「
秦
各
王
子
齊
之
歳
」
は
、
楚
に
お
け
る
大
事
紀
年
の
表
現
で
、
他
國

か
ら
の
使
者
の
活
動
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
暦
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
．

秦
國
の
使
い
で
あ
る
王
子
齊
が
楚
を
聰
し
た
歳
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
秦
客
云
々
一

の
語
は
楚
簡
で
も

　　

ﾈ
客
陳
断
苞
二
二
四
五
）

　
　
翁
客
公
孫
鞍
問
干
蔑
郵
之
歳
（
天
．
卜
）

と
あ
り
、
文
字
は
金
文
と
同
じ
く
「
森
」
と
作
る
。

　
大
府
鏑
で
は
、
秦
國
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
に
封
し
、
同
じ
く
職
國
後
期
．
幽
王

期
の
い
く
つ
か
の
金
文
に
お
い
て
は
、
人
名
で
も
「
隷
」
が
用
い
ら
れ
る
。

⑦
大
右
秦
（
東
陵
鼎
蓋
（
『
集
成
』
二
二
四
一
）

⑧
冶
市
（
師
）
專
（
傅
）
秦
佐
苛
腔
爲
之
（
楚
王
壷
志
鼎
一
・
蓋
内
『
集
成
』
二
七
九
四
）

⑨
冶
市
（
師
）
盤
埜
佐
秦
志
爲
之
（
楚
王
倉
志
鼎
一
・
器
腹
外
『
集
成
』
二
七
九
四
）

　
ユ
　
　
　
　
エ

　
服

南
角

冒

　
⑦
東
陵
鼎
蓋
は
、
『
録
遣
』
七
〇
・
一
～
二
に
銘
文
拓
本
が
著
録
さ
れ
る
楚
器
で
、

周
縁
部
の
雨
側
に
各
々
一
行
三
宇
ず
つ
銘
文
が
あ
り
、
う
ち
一
行
に
「
大
右
秦
」
と
あ

り
、
こ
こ
で
は
國
名
の
意
昧
で
は
な
い
。
銘
文
の
解
稗
に
つ
い
て
は
二
説
あ
り
、
そ
の

う
ち
一
つ
は
、
「
大
右
秦
」
と
は
該
鼎
が
も
と
も
と
用
い
ら
れ
て
い
た
揚
所
と
す
る
説

で
、
用
法
的
に
は
、
洛
陽
金
村
出
土
の
同
壺
銘
文
に
あ
る
「
左
価
」
に
類
す
る
と
す
る
∩
、
．
．
。

も
う
一
つ
は
、
「
大
右
」
が
官
職
名
で
、
「
秦
」
は
人
名
と
す
る
説
で
、
用
法
的
に
は
朱

家
集
出
土
楚
器
の
一
つ
で
あ
る
大
右
刃
鑑
銘
「
大
右
刃
」
と
同
じ
と
す
る
竃
。

　
⑧
⑨
は
、
一
九
三
三
年
に
安
徽
省
壽
縣
朱
家
集
か
ら
出
土
し
た
一
群
の
楚
器
の
う
ち
、

楚
王
會
志
の
銘
を
も
つ
二
鼎
で
あ
る
。
こ
れ
ら
楚
器
に
は
、
銘
文
の
一
部
に
、
物
勒
工

名
式
に
、
冶
金
師
の
名
が
鐸
さ
れ
て
い
る
。
第
一
鼎
に
つ
い
て
い
え
ば
、
蓋
は
専
（
傅
）

秦
と
助
手
の
苛
膜
と
い
う
ペ
ア
ポ
作
者
で
あ
り
、
器
は
盤
埜
と
助
手
の
秦
志
が
作
者
で

あ
る
こ
と
が
蓋
内
と
器
腹
外
に
あ
る
銘
文
か
ら
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
「
秦
㎞
は
、
冶
金

師
「
専
（
傅
）
秦
」
、
冶
金
助
手
「
秦
志
」
と
い
う
固
有
名
詞
に
お
い
て
そ
の
用
例
が
検

出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
作
蓋
者
で
あ
る
専
（
傅
）
秦
と
助
手
の
苛
殿
に
は
、
他
に
も
同
じ
コ
ン
ビ
で
製
作
し
た

勺
と
ヒ
が
あ
り
、
勺
は
三
件
、
ヒ
は
二
件
で
、
い
ず
れ
に
も
以
下
の
如
く
、
七
宇
か
ら

な
る
銘
文
が
あ
る
。

⑩
冶
［
師
］
専
（
傅
）
秦
苛
腱
爲
之
（
冶
師
勺
『
集
成
』
九
九
三
一
、
九
九
三
二
）

　
ま
た
、
作
器
者
で
あ
る
盤
埜
と
助
手
の
秦
志
に
も
、
同
じ
コ
ン
ビ
で
製
作
し
た
ヒ
が

二
件
あ
り
、
七
字
か
ら
な
る
銘
文
が
あ
る
。

⑪
冶
［
師
］
盤
埜
秦
志
爲
之
（
冶
師
ヒ
『
集
成
』
九
七
五
、
九
七
六
）
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以
上
に
お
い
て
は
、

と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
韓
」
は
、

ら
れ
て
い
る
。

「
秦
」
は
鋳
造
師
の
人
名
で
、
全
て
戦
國
後
期
の
幽
王
期
の
も
の

楚
系
文
字
に
限
ら
ず
、
河
北
易
縣
出
±
の
戦
國
陶
文
で
も
用
い

　萄攻秦

『古陶文黎編』

四・－〇八

　
こ
の
他
、
分
域
研
究
の
進
ん
で
い
な
い
職
國
古
璽
に
お
い
て
も
、
午
と
秣
に
杁
い

面
㎜
、
騙
㎜
に
作
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
穀
一
に
作
る
字
形
は
現
れ
な
い
。
ま

た
、
「
森
」
と
虹
行
し
て
、
午
と
禾
と
邑
に
杁
い
霜
、
霜
に
作
る
古
璽
も
非
常
に

多
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
お
そ
ら
く
「
秦
邑
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
合
文
で
あ
り
、
「
森
」
と
は
別
字
と
し
て
扱
う
べ
き
資
料
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
殆
ど
が
姓
名
私
印
で
あ
る
た
め
、
編
年
・
分
域
研
究
は
困
難
で
あ
る
が
、
左
に

畢
げ
る
田
字
格
印

れ
る
監
。

「
鵜
揆
ロ
璽
」
は
、
田
字
格
、
用
字
な
ど
か
ら
楚
國
古
璽
と
考
え
ら

『礪々荘藏古璽印』

ま
た
・
曾
侯
乙
墓
竹
簡
に
は
・
三
秦
弓
」
（
貧
二
、
曾
五
）
と
い
う
文
脈
で
繍
”

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
秦
國
」
と
し
て
の
専
用
字
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
§
。
構

成
要
素
と
し
て
は
「
邑
」
と
「
秦
」
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
古
璽
の
「
露
」
と
同
字

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
構
成
要
素
と
し
て
「
臼
」
に
杁
う
鮎
が
「
無
」
と
共
通
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
職
國
時
代
に
お
い
て
は
「
隷
」
と
「
爺
」
の
二
字
が
蚊
行
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
「
霜
」
は
璽
印
文
字
（
及
び
曾
侯
乙
墓
竹
簡
）
の
み
に
現
れ
る
「
秦
邑
」

の
専
字
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
秦
が
滅
び
漢
代
に
な
る
と
、
「
爺
」
掌
が
突
然
用
い

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
漢
印
で
は
一
蒋
し
て
小
籔

に
基
づ
い
た
字
形
で
あ
る
留
㈱
の
み
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
秦
以
外
の
地
域
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
文
字
が
、
後
に
「
古
文
」
と

い
う
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
三
盟
石
経
の
『
碁
秋
』
，
文

公
二
年
に
は
、

『魏三膿石繧集録』

　拓本四十一

と
し
て
、
職
國
時
代
の
楚
金
文
や
古
璽
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
霧
」
が
古
文
と
し
て
収

め
転
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
『
古
文
四
聲
韻
』
（
平
上
十
八
真

部
）
に
・
『
古
尚
書
』
所
載
の
古
文
と
し
て
、
森
廓
爾
素
慧
さ
れ
て
い
る

が
、
古
文
と
い
い
な
が
ら
、
古
文
と
籍
文
の
二
種
類
の
字
形
を
載
せ
て
い
る
。

五
　
　
『
説
文
』
小
籔
齎
の
祖
形

　
戦
國
時
代
に
お
け
る
「
秦
」
字
は
、
「
鴛
」
と
「
縣
」
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
青
銅

禮
器
以
外
の
、
兵
器
、
陶
文
、
竹
簡
と
い
っ
た
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た
文
字
資
料
に
お

い
て
は
、
量
罧
」
で
も
「
霧
」
で
も
な
い
、
「
秦
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
の
祖
形
は
い
う
ま
で
も
な
く
西
周
時
代
の
潭
秦
毅
や
旬
殴
に
お
け
る

「
秦
」
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
再
度
文
字
史
上
に
現
れ
る
ま
で
に
相
當
な
時
間
を
繧
た

わ
け
で
あ
る
。
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、
小
筆
の
原
形
と
な
っ
て
い
る
一
禾
に
杁
う
「
秦
」

以
降
、
春
秋
時
代
の
文
字
資
料
に
は
殆
ど
見
え
ず
、

銘
文
に
あ
ら
わ
れ
る
。

は
、
西
周
時
代
の
潭
秦
毅
や
旬
段

戦
國
時
代
に
な
る
と
、
三
音
兵
器

　
中
國
歴
史
博
物
館
に
藏
さ
れ
る
四
年
雍
令
矛
は
、
職
國
時
代
の
韓
の
兵
器
と
さ
れ

＾
・
ミ
銘
文
に
は
、
鋳
造
者
が
「
左
庫
工
師
刑
秦
」
と
刻
さ
れ
て
お
り
、
「
秦
」
は
一
禾

に
駄
い
塾
に
作
る
・
、
、
・
。

　
統
一
秦
に
な
る
と
、
陶
文
や
秦
簡
に
見
え
る
の
は
殆
ど
全
て
が
贈
‘
禾
に
杁
う
「
泰
」

で
あ
る
。

『秦代陶文』

5．420

　r秦代厳』

　　　5，313

　
こ
れ
ら
が
、
後
に
、
『
説
文
』
小
筆
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
穀
」

↓
「
秦
」
と
い
う
宇
形
愛
化
は
職
國
時
代
に
お
い
て
、
秦
で
も
、
秦
以
外
の
地
域
で
も

進
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
今
回
の
検
討
は
、
新
た
に
装
見
さ
れ
た
資
料
を
利
用
し
て
、
甲
骨
文
字
か
ら
職
國
時

代
を
ま
で
を
一
段
と
し
、
時
代
、
地
域
、
用
途
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
「
秦
」
と
い

う
文
字
に
照
明
を
あ
て
た
結
果
、
該
字
の
五
種
類
に
わ
た
る
異
膿
字
「
羅
」
「
森
」
「
森
」

「
報
」
「
雍
」
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
秦
漢
に
お
け
る
文
字
の
愛

革
、
規
範
化
を
煙
て
、
そ
の
う
ち
の
二
種
類
が
『
説
文
』
に
小
筆
、
摘
文
と
し
て
吸
収

さ
れ
、
ま
た
「
森
」
は
、
古
文
と
し
て
三
瞳
石
繧
に
吸
収
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
古
文

四
聲
韻
』
に
は
、
「
嚢
」
、
「
森
一
い
ず
れ
も
古
文
と
し
て
採
録
さ
れ
て
お
り
、
古
文
、

箔
文
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
こ
の
方
面
か
ら
の
さ
ら
な
る
検
討
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
残
っ
た
。

［
注
］

ω
　
拙
稿
「
理
殴
ー
古
文
字
研
究
に
お
け
る
考
古
資
料
利
用
の
試
み
ー
」
『
中
国
古
代
の
文
字
と

　
文
化
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
．

㈱
》
帽
臥
月
。
h
冨
縄
。
牢
8
蓉
く
僑
n
n
巴
皿
£
巳
．
貯
6
冨
皆
O
『
ヨ
霧
①
早
8
国
霧
」
磯
且
m
m
碧
昏

　
類
o
旨
㎝
o
h
旨
窪
缶
ロ
目
㊤
一
さ
悼
9
田
O
幽
臼
q
ト
ロ
＝
冤
仲
O
p
　
李
學
勤
・
丈
蘭
「
最
新
出
現
的

　
秦
公
壺
」
『
中
国
文
物
報
』
一
九
九
四
年
十
月
三
〇
日
。

⑧
　
李
朝
遠
門
上
海
博
物
館
新
獲
素
公
器
研
究
」
『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
九
六
年
、

㈲
　
呉
鎮
峰
「
秦
兵
新
號
現
」
『
容
庚
先
生
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
九

　
八
年
。

㈲
　
戴
春
陽
「
禮
蘇
大
墾
子
山
秦
公
墓
地
及
有
關
問
題
」
『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
第
五
期
．

㈲
　
F
臼
冒
巴
ぞ
ω
雨
掲
論
文
．

㎝
　
李
學
勤
㈹
前
掲
論
文
。

㈹
　
韓
偉
「
論
甘
粛
禮
縣
出
土
的
金
箔
飾
片
」
『
文
物
』
一
九
九
五
年
第
六
期
。

㈲
　
陳
昭
容
「
談
新
出
秦
公
壺
的
時
代
」
『
考
古
興
文
物
』
一
九
九
五
年
第
四
期
、

ゆ
　
白
光
碕
「
素
公
壺
感
爲
東
周
初
期
器
」
『
考
古
興
文
物
』
一
九
九
五
年
第
四
期
。

㎝
薇
券
『
上
海
霧
箏
固
古
代
青
銅
器
』
写
同
重
＝
・
・
…
三
冨
書
・
匹
・
裂
翁

　
　
（
H
γ
司
頃
層
ワ
H
o
、
“
O
）
、
　
一
九
九
五
年
．

切
　
李
朝
遠
㈲
前
掲
論
文
。

㎝
盧
連
成
蚕
早
翌
物
的
新
羅
」
『
中
國
峯
』
（
轟
新
第
二
土
弩
九
九
六

　
年
。
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掛
　
陳
昭
容
「
談
甘
粛
禮
縣
大
墾
子
山
秦
公
墓
地
及
文
物
」
『
大
陸
雑
誌
』
（
盛
溝
）
第
九
五
巻
第

　
五
期
一
九
九
七
年
。

㈲
　
陳
平
「
淺
談
禮
縣
秦
公
墓
地
遣
存
與
相
關
問
題
」
『
考
古
興
文
物
』
一
九
九
八
年
第
五
期

剛
毒
「
也
談
禮
肇
釜
地
及
其
銅
器
」
『
書
與
文
物
』
一
九
九
八
年
第
五
塊
及
び
王

　
輝
・
程
學
華
『
秦
文
字
集
謹
』
蟹
溝
・
藝
文
印
書
館
、
一
九
九
九
年
。

切
　
呉
鎮
燦
ω
前
掲
論
文
。

酬
馨
陽
㈲
前
掲
論
茎

細
一
蘭
の
上
半
分
が
、
春
が
省
略
さ
れ
て
残
っ
た
部
分
で
あ
る
と
い
う
知
識
が
、
か
く
も
時
代

　
を
隔
て
た
後
漢
の
文
字
學
者
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
封
し
て
、
從
來
充
分
な
検
討
は
な
さ

　
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
許
愼
が
果
た
し
て
先
行
す
る
古
文
字
の
宇
形
を
知
つ
て
い
た
か

　
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
時
代
を
隔
て
た
文
字
知
識
の
傳
搬
の
一
例
と
し
て
今
後
の
検
討
課

　
題
と
し
た
い
．

働
　
陳
昭
容
拗
蔚
掲
論
文
。
王
輝
固
前
掲
論
文
、

響
甑
掲
蔓
（

伽
　
字
形
の
違
い
は
、
躍
純
に
待
瑚
的
饗
化
と
し
て
の
み
理
由
付
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
製

　
作
工
房
や
文
字
の
起
稿
者
の
性
質
を
も
含
め
た
さ
ら
に
広
範
な
視
野
に
立
っ
た
複
眼
的
な
考
察

　
が
必
要
で
あ
る
。
秦
公
壷
壁
雛
に
つ
い
て
も
、
二
器
同
銘
な
が
ら
、
ね
「
秦
」
の
上
体
「
午
」

　
の
横
盃
の
勾
配
、
北
「
公
」
字
の
下
醗
「
口
」
の
形
、
2
0
「
壺
」
な
ど
に
も
字
形
上
の
差
異
を

　
后
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
観
鮎
か
ら
の
銘
文
の
楡
討
は
、
後
β
稿
を
改
め
て
（
他

　
器
銘
文
と
と
も
に
纏
合
的
に
お
こ
な
う
。

鋤
　
李
朝
遠
「
新
出
秦
公
器
銘
文
奥
癌
文
」
『
考
古
興
文
物
』
一
九
九
七
年
第
五
期
。

剛
徐
簿
渠
蓼
」
『
輿
研
究
院
歴
器
葺
究
所
集
刊
』
第
二
本
第
憂
一
九
＝
6

　
年
。
『
農
業
考
古
』
一
九
八
三
年
第
三
期
に
再
録
。
又
、
『
徐
中
好
歴
史
論
文
選
輯
』
中
華
書
局
、

　
一
九
九
八
年
に
再
録
。

㈲
碗
宗
甑
は
「
秦
宗
」
に
つ
い
て
、
さ
頓
に
具
体
的
に
「
宗
廟
に
薦
め
る
意
」
－
と
解
粋
し
て
い

　
る
が
、
こ
こ
で
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
鮎
ま
で
に
と
ど
め
た
い
。
催
宗
願
『
股

　
代
貞
卜
人
物
通
考
騙
一
九
六
〇
年
。

鮒
　
　
「
河
南
秦
新
鄭
裟
李
…
岡
新
石
器
時
代
遺
趾
篇
『
考
古
』
一
九
七
八
年
第
二
期
．

（

吻
　
呉
鎮
蜂
『
金
文
人
名
彙
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
。

酬
ヨ
貯
量
。
・
の
ー
田
胃
ー
脇
写
匪
q
・
屋
聞
ー
°
豪
島
聾
日
藁
亘
鼠

　
切
富
国
国
》
Z
p
曽
一
田
＄
°
『
集
成
』
で
も
該
器
を
股
と
断
代
し
て
い
る
。

劉
　
醇
尚
功
『
歴
代
金
鐘
鼎
葬
器
款
識
法
帖
』
以
降
、
該
器
の
器
名
は
伊
葬
、
伊
器
と
さ
れ
て
き

｛　
た
が
、
呉
閥
生
『
吉
金
文
録
』
だ
け
は
辛
吏
葬
と
す
る
。
銘
文
の
内
容
か
ら
判
断
し
、
こ
こ
で

　
は
呉
氏
に
從
い
辛
吏
葬
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鋤
　
呉
閥
生
『
吉
金
文
錬
』
巻
二
、
二
十
葉
。

以　
　
陳
夢
家
「
西
周
銅
器
断
代
（
一
ご
『
考
古
學
報
』
第
九
珊
、
一
九
五
五
年
。

穐㈹　
　
灘
．
瓶
甫
…
「
西
周
墨
鼎
銘
研
究
」
『
考
古
』
　
一
九
山
ハ
一
二
年
第
十
二
期
。

謝
　
馬
承
源
『
商
周
青
銅
器
銘
文
選
』
第
三
珊
、
　
一
九
八
八
年
、
文
物
出
版
社
．

留
留
前
掲
聾

価
　
詳
細
は
、
松
丸
道
雄
東
京
大
學
名
響
教
授
の
論
文
（
未
定
稿
）
に
よ
る
。

㈲
　
詞
前
掲
論
文
。
『
集
成
』
編
者
も
こ
の
銘
を
総
銘
と
判
断
し
た
た
め
か
、
『
集
成
』
に
も
収
録

（
　
　
　
　
く

　
さ
れ
て
い
な
い
。

㎝
　
郭
沫
若
「
碑
叔
籔
及
旬
笹
考
理
」
『
文
物
』
一
九
六
〇
年
策
二
期
（
『
文
史
論
集
』
人
民
出
版

　
社
、
一
九
六
一
年
に
重
載
）
。
段
紹
嘉
「
映
西
叢
田
県
出
土
餌
叔
等
葬
器
簡
介
」
『
文
物
』
一
九

　
山
ハ
0
年
第
二
期
。

謝
　
訪
葡
掲
論
文
。

只
　
H

㈱
伽
前
掲
書
。

姻
　
一
般
に
は
秦
王
鐘
の
名
で
著
録
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
銘
文
内
容
に
鑑
み
て
救
秦
戎
鐘
と
し

　
た
。

切
　
荊
州
地
匪
博
物
館
「
湖
北
枝
江
出
土
一
件
銅
鐘
」
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
六
期
。

剛
叢
「
關
於
姦
年
代
整
定
」
『
議
考
古
』
一
九
八
・
年
第
二
塊
饒
宗
噸
「
説
尭
擁

　
場
夜
君
興
塙
皇
」
『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
五
期
。
李
零
「
楚
國
銅
器
銘
文
編
年
匝
稗
」
『
古
文

　
生
’
研
究
』
第
十
一
二
輯
、
　
一
九
八
｛
ハ
年
。
黄
熈
削
全
・
劉
一
森
森
「
救
素
戎
鐘
銘
文
新
解
」
『
江
漢
考

　
古
』
一
九
九
二
年
第
ゴ
期
。

鋤
　
劉
彬
徽
「
湖
北
出
土
雨
周
金
文
國
別
年
代
考
述
一
『
古
文
字
研
究
』
第
十
三
輯
、
一
九
八
六

　
年
。
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醐
　
曹
錦
炎
「
東
睡
鼎
蓋
考
繹
－
兼
罧
「
岡
」
字
」
『
古
文
宇
研
究
』
第
十
四
輯
、
一
九
八
六
年
。

響
爵
掲
斐

幡
　
葉
其
峰
『
古
璽
印
奥
古
璽
印
鑑
定
』
文
物
出
版
社
、
　
一
九
九
七
年
。

切
　
裏
錫
圭
、
李
家
浩
繹
文
及
び
考
琿
『
曾
侯
乙
墓
』
（
上
）
文
物
出
版
祉
、
一
九
八
九
年
。

鰍
墓
璋
「
試
論
三
貢
器
鵠
別
和
年
代
以
及
籍
閣
題
」
『
書
量
』
一
九
七
翠

　
第
一
期
。

翻
　
周
何
『
青
銅
器
銘
文
桧
索
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
．
九
九
五
年
）
で
は
、
『
集
成
』
一
一
九
三

｛

一
所
収
の
八
年
五
大
夫
弩
機
の
銘
文
に
あ
る
餐
麿
素
」
と
理
し
て
い
る
が
、
底
部
の
一

　
蚕
を
看
過
し
た
誤
琿
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
考
察
の
封
象
か
ら
は
ず
し
た
．

引
用
甲
骨
文
・
金
文
關
係
著
録
略
號
表

（
甲
骨
文
V

後俄　
－

甲寧合屯
南
善

｛
金
文
〉

小
校

集
成
」

羅
甲
振
玉
『
胤
版
」
塵
書
契
後
揖
…
』
　
一
九
一
占
ハ
年
。
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
、
　
　
　
　
－

王
國
維
『
叡
壽
堂
所
藏
般
盧
文
字
』
一
九
一
七
年
，

董
作
賓
『
小
屯
・
般
盧
文
字
甲
編
』
一
九
四
八
年
。

胡
厚
宣
『
戦
後
寧
濾
新
獲
甲
骨
集
』
一
九
五
一
年
。

中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
絹
『
甲
骨
文
合
集
』
一
九
七
八
～
八
一
・
一
年
。

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
小
屯
南
地
甲
骨
』
一
九
人
O
～
人
三
年
。

劉
睡
智
奮
藏
甲
骨
原
拓
紛
（
未
刊
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
藏
）
。

劉
値
智
『
小
校
経
閣
金
文
拓
本
』
一
九
三
五
年
，

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
股
周
金
文
集
成
』

一
九
八
四
年
～
九
四
年
。
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